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県勢が好成績を挙げた16日 の第24回全日本国
ボ ット相撲全国大会■東京 。両国の国技館
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票
率
上
昇
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。
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林
芳
正
氏
、
入
閣

へ

，
月
の
総

裁
選
で
争

っ
た
林
芳

正
元
防
衛

相
を
入
閣

金

‐
沢
大
学
，大

文
学
類
一教
授 さ

せ
る
方
針
を
固
め
た
。
外
相

に
起
用
す
る
案
を
含
め
浮
上
し

て
い
る
“
党
人
事
で
は
鳴
下

一

郎
幹
事
長
代
理
の
国
対
委
員
長

へ
の
起
用
が
内
定
し
た
。　
一　

一

安
倍
氏
と
総
裁
選
を
競

っ
た

４
人
の
う
ち
、
病
気
療
養
中
の

町
射
信
孝
元
外
相
を
除
い
て
、

林
氏
と
石
原
伸
晃
前
幹
事
長
を

入
閣
さ
せ
い
石
破
茂
幹
事
長
を

留
任
さ
せ
る
意
向
プ
谷
垣
禎

一

前
総‥
裁
０
閣
僚
起
用‐
と
併
せ
、

挙
党
態
勢
を
強
調
す
る
狙
い
と

み
ら
れ
る
。

安
倍
氏
は
新
体
制
の
骨
格
を

個
め
て
お
り
、

残
る
外
相
や
紡

衛
相
、
経
済
産
業
相
、
党
政
調

会
長
な
ど

の
人
事
が

焦
点

。

外
相
に
関
し
、
安
倍
氏
は
官
邸

主

導

の
外

交
を

目
指
し

て
お

り
、
自
身
と
考
え
方
が
近
い
議

員
を
中
心
に
人
選
を
進
め
て
い

る
Ｐ
林
氏
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

川

口
順
子
（
中
曽
根
弘
文
両
元

外
柑
ら
の
名
前
が
挙
が

っ
て
い

た
。副

総
理
兼
財
務
相
で
入
閣
が

個
ま
っ
て
い
た
麻
生
太
郎
元
首

相
に
金
融
担
当
相
も
兼
務
さ
せ

る
方
針
。
新

‐政
権
の
最
優

‐先
課

題
の
一
つ
で
あ
る
デ
フ
レ
脱
却

へ
財
政
・
金
融
一
体
の
経
済
運

営
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
が
あ

り
そ
う
だ
。

防
衛
柑
に
は
経
験
者
の
浜
田

靖
，

国
対
委
員
長
ら
が
浮
上
。

鳴
下
氏
は
当
初
、
幹
事
長
代
理

へ
の
留
任
が
内
定
し
て
い
た

が
ず
そ
の
後
の
調
整
で
差
し
替

わ
っ
た
。
　
　
　
¨

自
民
党
大
会
は
３
月
１７
日

自
民
党
の
石
破
茂
幹
事
長
は

翻
＝
牌
［
脚

催
―
言己

し
・
者
‥“

出
る
‐，
で

炉
剤

会
を
、
来
年
は
３
月
１７
日
に
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
と
発

表
し
た
。
１
月
は
安
倍
政
権
発

足
か
ら
間
も
な
い
た
め
に
先
送

り
し
、
経
済
対
策
を
含
む
２
０

１
２
年
度
補
正
予
算
と
１３
年
度

予
算
編
成
を
優
先
す
る
構
え

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
て
、
来
年
２
月
２２
日
‐は

見
送

る
方
針
を
固
め
た
「
安
倍
晋
三

箭
織
は
、
韓
国
大
統
領
選

，
κ

種
恵
氏
が
勝
利
し
た
ンゝ

ｃ
を
受

御
争

福
‐‐
‐目
辞
幅
韻
胞
翻
梓
神
脹
岡

と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
記
者

団
に
明
ら
か
に
し
た
。

島
根
県

″
竹
島
問
題
で
冷
え

込
ん
だ

咽
奪
関
係
を
両
政
府

の
政
権
交
代
を
機
に
、
改
善

す
る
狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ

ス一
。

′
安
倍
氏
は
ず
政
府
主
催
の
竹

島
の
日
式
典
に
つ
い
て

「総
合

的
な
状
況
を
踏
ま
え
て
考
え
て

い
き
た
い
」
と
表
明
し
た
。
特

使
に
関
し
て
は

「韓
国
初
の
女

本
ロ
ボ

ツ
ト
相
撲
大
会
で
の
上

位
入
賞
な
ど
）
高
校
生
や
学
生

た
ち
が

ロ
ボ

ツ
ト
製
作
に
意
欲

帥胚
捩
躍縣
鎖
毅

巧
妙
に
で
き‐
た

「物
．」
で
は
な
‐

い
。
暗
黙
の

‥
う
ち
に
人
間
を
ま

ね
、
人
澗
之
比
較
し
、
人
間
っ

ぼ
く
動
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は

必
ず
わ
れ
わ
れ
人
間
の
姿
が
投

影
さ
れ
て
い
る
。
　

．

・

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
ば
機

械
の
塊
を
作
る
こ
と
で
は
な

い
。
大
切
な
の
は
、
ど
の
よ
う

な
ど
″
縁
汀
拗
″
け
躾
針

は α
げ

の
機
能
だ
。
視
覚
、
嗅
覚
、
聴

覚
、
触
覚
■
世
界
を
理
解
す
る

に
は
心
で
知
る
し
か
な
い
。

心
が
変
わ
れ
ば
世
界
は
変
わ

り
、
発
展
も
生
ま
れ
る
。
県
民

は
常
に

「＋

α
」
を
意
識
し
な

が
ら
い
る
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

国
対
委
員
長
に
鴨
下
氏

鵠
翻
颯
鱚
颯
認

鰊
林元防衛相‐

瘍
翁
鼈
⑮
瘍
翁
鰺
は
ず
サ
π
〕
蓼
前
■
薄
裟
つ
０
櫛
コーーーー‐
・
黎
麒
瞼
翁
瘍
θ
鸞
一郎
瘍

ど
う
す
れ
ば
ロ
ボ
ツ
ト
に
も

「心
」
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
「
数
年
前
か
ら
ロ
ボ
ツ

ト
エ
学
堵

‐や
記

‥‥知
■
学
者
い

心
理
学
者
た
ち
と
チ
■
ム
を
組

ん
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
…。　
　
　
・

物
理
的
に
は
可
能
だ
。
人
間

の
知
能
や
意
図
は
脳
が
決
め

¨
轟す‐‐の口

『
麗
脇
筋
酬

は
そ
‥う
考
え
て
い
る
。　
　
一

腸
締
騨
な証
棚％

う
一
動
作
な
ど
ロ
ボ
ツ
ト
の
技

術
Ｗ
ｉ
＝
溌
磁
進
ん
で
い
る

が
い
認
却
溌
達
糸
か
ら
の

―開
発

は
少
な
い
「
相
手
の
行
為
を
予

測
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
臨
機

常
に
「十
多
を
意
識
し
て

応
変
に
行
動
で
き
る
の
は
人
間

の
特
長
だ
。
相
手
の
意
図
を
く

ん
で
物
を
使
い
分
け
る
動
物
は

他
に
い
な
い
。
「意
図
の
共
有
」

は

人

間
特
有

の
能
力

で
も

あ

′

０

。

人
は
知
識
を
蓄
積
し
ヽ
第
二

者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
図
の
共
有
の
原
形
は
、

幼
児
が
親
の
視
線
を
追
い
掛
け

て
意
図
を
予
測
し
、
判
断
す
る

「共
同
注
意
」
に
あ
る
と
さ
れ

る
。
人
間
の
視
線

‐
‐
を
続
ん
で
次

の
行
為
を
推
測
し
、
自
ら
行
動

す
る
■
こ
の
機
能
を
ロ
ボ
ツ
ト

に
構
築
し
た
い
。

証
鶴

騨

鰹

開

鯉

一

た
ロ
ボ
ツ
ト
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
ヽ
人
間
の
心
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
さ
ら
に
解
明
し
ず

治
療
に
役
立
て
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
だ
ろ
う
。
　

　

　

　

一

古
里
の
大
分
県
で
は

（
全
日

う
思
い
を
込
め
て
額
賀
氏
に
韓

国
を
訪
間
し
て
い
た
だ
く
」
と

述
べ
た
。
額
賀
氏
は
２‐
日
に
訪

韓
、
早
期
の
首
脳
会
談
開
催
を

呼
び
掛
け
る
親
書
を
持
参
す

る
。こ

れ
に
関
連
し
、
自
民
党
の

石
破
茂
幹
事
長
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
番
組

で
い
政
府
主
催
で
の
竹
島
の
日

式
典
に
つ
い
で

「北
東
ア
ジ
ア

地
域
の
安
全
保
障
環
境
に
良

い
こ
と
か
と
い
う
判
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
韓
関

国
立
感
染
症
研
究
所
は
２‐

日
、
全
国
約
５
千
の
定
点
医
療

機
関
，か
ら
報
告
さ
れ
た
１０
，
１６

日
の
１
週
間
の
ィ
ン
フ
ル
エ
ン

。なリザ酪‐を行。者囀̈”一囀つい一一

俵
し
た
「
今
ツ
一一

‐
ズー
ツ
０
流
行

が
始
ま
う
た
ず

一
一
　
・

´
葬
姓
瑚
痢

ザ‐省
は
ほ

行
‐
‐る
に

例‥ 、
」

‐２
月
か
ら
翌
年
３
月
ご
ろ
ま
で

で
、
こ
の
時
期
の
流
行
入
り
は

平
年
並
み
ｒ

●
一

感
染
研
に
よ
る
と
、

１０
～
１６

日
の
患
者
報
告
数
は
５
７
８
９

インフルエンザ

A香港型が主流


